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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザの入力操作に従って設定された少なくとも１つの画像関連設定値に基づいて、リ
アルタイムの動画像であってモニタに表示される観察画像に対する画像処理を実行する画
像処理手段と、
　設定された画像関連設定値を、被験者となっている患者に対応づけてメモリに記憶する
登録手段と、
　被験者となる患者に応じた画像関連設定値を検索する検索手段と、
　タッチパネルを有し、検索された画像関連設定値に基づいて画像処理されたプレビュー
画像を、観察画像が表示される前記モニタの画面とは別のタッチパネル画面に表示する表
示手段とを備え、
　前記登録手段が、記憶する画像関連設定値とともに、記憶する画像関連設定値が反映さ
れた観察画像を静止画像データとして記憶し、
　前記表示手段が、検索された一連の画像関連設定値とそれに対応する一連のプレビュー
画像を、選択される画像関連設定値に基づいて画像処理された観察画像を表示する前に同
時表示し、
　前記画像処理手段が、前記一連の画像関連設定値の中でユーザにより所定の画像関連設
定値が選択された後、選択された画像関連設定値に基づく画像処理を実行し、
選択された画像関連設定値に基づいて画像処理された観察画像を前記モニタに表示するこ
とを特徴とする内視鏡装置。
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【請求項２】
　前記登録手段が、画像関連設定値の登録回数が所定の上限に達している場合、最も古く
記憶された画像関連設定値を消去し、記憶する画像関連設定値を順に更新していくことを
特徴とする請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項３】
　前記画像関連設定値が、観察画像に対する明るさ、色合い、コントラスト強調、トーン
強調、ノイズ除去に関する設定値のうち少なくとも色合いを含むことを特徴とする請求項
１乃至２のいずれかに記載の内視鏡装置。
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、スコープによって器官内壁などの被写体を撮像し、観察画像をモニタに表示
する電子内視鏡装置に関し、特に、観察画像に対する画像処理の設定に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子内視鏡装置では、ビデオスコープによって得られる観察画像に対し、色合い調整、
明るさ調整、輪郭強調などの画像処理を実行可能であり、検査対象器官の特性（色合い）
、スコープの撮像特性、作業状況などに応じてオペレータが適宜その調整レベルを設定す
る。例えば、観察画像に対してコントラスト強調、輪郭強調を施すことができる（特許文
献１参照）。
【０００３】
　一方、電子内視鏡装置では、スコープの種類、プロセッサ動作環境に合わせてスコープ
、プロセッサの動作特性をオペレータの嗜好に合わせることも可能であり、例えば、オペ
レータの好みに応じてスコープの入力操作方法、プロセッサ動作特性を個別に設定し、そ
の設定情報を記憶する。新たに内視鏡検査を行うとき、過去に記憶されたオペレータの設
定情報に基づいて内視鏡作業を行う（特許文献２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－２６００２７号公報
【特許文献２】特開２００７－３１３１３２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ある特定部位を観察する場合でも、血管太さなどの違いから、オペレータの色調整とい
った画像処理内容は患者ごとに異なる。また、患部の病状進行具合によってオペレータの
調整内容が変わる。そのため、オペレータは、作業の度に、観察画像の色調整、明るさ調
整といった一連の設定値の調整を１つ１つ順に設定する必要があり、作業負担となる。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の電子内視鏡装置は、患者毎に適した画像処理を実行可能な電子内視鏡装置であ
り、ユーザの入力操作に従って設定された少なくとも１つの画像関連設定値に基づいて、
観察画像に対する画像処理を実行する画像処理手段を備える。
【０００７】
　ここでの画像関連設定値は、観察画像に対する画像処理（輪郭強調など）、あるいは観
察画像の明るさ調整処理に関連した設定値（測光方式など）であり、患部の見え方、病状
進行具合、スコープ特性、オペレータの嗜好などに基づいて設定、変更される値である。
例えば、観察画像に対する（基準となる）明るさ、赤、青などの色調、画像表面などのト
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ーン強調、血管輪郭強調などの色彩強調、ノイズ除去に関する設定値のうち１つあるいは
いずれかを組み合わせた複数の設定値がある。
【０００８】
　さらに本発明の電子内視鏡装置は、登録手段と、検索手段とを備える。登録手段は、設
定された画像関連設定値を、被験者となっている患者に対応づけてメモリに記憶する。例
えば、登録手段は、オペレータの登録操作に従い、画像関連設定値を患者ＩＤ情報などと
対応付けしながら記憶する。同一患者に対して何度も診断が行われ、画像関連設定値の設
定変更がある場合、登録手段は、画像関連設定値を新たな設定がある度に記録すればよい
。
【０００９】
　一方、検索手段は、被験者となる患者に応じた画像関連設定値を検索する。同じ患者に
対して再度検診等する場合、検索手段は、オペレータの検索操作などに従い、過去に記憶
（登録）された一連の画像関連設定値を検索する。そして、画像処理手段は、自動的に、
あるいはユーザの入力操作などに従って、検索された画像関連設定値に基づく画像処理を
実行することができる。すなわち、画像関連設定値の調整作業することなく、過去の画像
関連設定値に基づいた観察画像をリアルタイムで表示可能となる。
【００１０】
　このような登録、検索処理の構成に基づき、患者ごとの画像関連設定値の登録、検索が
可能となる。同じ患者に対して同一部位を何度も検診する場合、オペレータは、過去に設
定した色調、色合い、輪郭強調等に基づいて観察画像を再び表示させ、その患者に適した
画質で診断することが可能となる。登録回数が複数ある場合、一連の画像関連設定値を一
覧表示し、オペレータの選択操作に従って画像関連設定値を選択、設定することも可能で
ある。
【００１１】
　過去に記憶した画像設定値によって観察画像がどのように画像処理されるか事前に検討
し、検討後にその画像設定値をリアルタイムの観察画像に反映させるのが望ましい。した
がって、検索された画像関連設定値に基づいて画像処理された参考となる画像（ここでは
、プレビュー画像という）を、観察画像とは別に表示する表示手段を設けるのがよい。ユ
ーザは、事前にプレビュー画像を見て実際のリアルタイム観察画像に適切な色調整等を行
うことが可能となる。
【００１２】
　一連の画像関連設定値とそれに対応する一連のプレビュー画像とを対比させて同時表示
するのが望ましく、また、および画像関連設定値の選択、決定などを合わせて実行可能に
することを考慮すれば、画像とボタンを画面表示できるタッチパネルを設けるのがよい。
【００１３】
　画像関連設定値の登録（記録）が複数ある場合、画像処理手段は、検索された複数の画
像関連設定値の中でユーザにより画像関連設定値が選択された後、リアルタイムの観察画
像に対して画像処理を実行するのが望ましい。一連のプレビュー画像の中で色合いなどを
比較しながら画像関連設定値を選択することが可能となる。
【００１４】
　病変部の進行状態によって観察対象部分の形状、色調などが変化することを考慮すると
、登録手段は、診断時の観察画像に基づくプレビュー画像を表示するのが望ましい。した
がって、登録手段は、記憶する画像関連設定値が反映された観察画像を記憶し、表示手段
が、記憶された観察画像をプレビュー画像として表示するのがよい。
【００１５】
　画像関連設定値の登録回数が多くなると、患部の状態変化等によって、過去の観察画像
で使用された画像関連設定値の使用優先順位が低くなる。したがって、登録手段は、画像
関連設定値の登録回数が所定の上限に達している場合、最も古く記憶された画像関連設定
値を消去し、記憶する画像関連設定値を順に更新していくのが望ましい。
【発明の効果】
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【００１６】
　このように本発明によれば、診断時に煩雑な作業することなく、被験者となっている患
者に適切な観察画像を表示することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本実施形態である電子内視鏡装置のブロック図である。
【図２】タッチパネル画面に表示される画像関連設定値の登録、検索、設定表示を示した
図である。
【図３】表示制御回路において実行される登録処理を示したフローチャートである。
【図４】表示制御回路において実行される検索処理を示したフローチャートである。
【図５】表示制御回路において実行される設定値選択・実行処理のフローチャートである
。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下では、図面を参照して本実施形態である電子内視鏡装置について説明する。
【００１９】
　図１は、本実施形態である電子内視鏡装置のブロック図である。
【００２０】
　電子内視鏡装置は、その挿入部分が体内へ挿入されるビデオスコープ１０と、プロセッ
サ３０とを備え、ビデオスコープ１０はプロセッサ３０に着脱自在に接続される。ランプ
３２から放射された照明光は、ビデオスコープ１０内に設けられたライトガイドを通じて
スコープ先端部１０Ｔから照射される。
【００２１】
　被写体（観察対象）に反射した照明光は、スコープ先端部１０に設けられた対物レンズ
（図示せず）を通り、被写体像がＣＣＤ１４の受光面に形成される。ＣＣＤ１４では、１
フレーム／フィールド分の画像信号がＣＣＤ１４から所定の時間間隔（例えば１／３０、
１／６０秒間隔）で読み出され、前段信号処理回路１２へ送られる。
【００２２】
　ＣＣＤ１４には、Ｃｙ、Ｙｅ、Ｇ、Ｍｇから成る色要素をモザイク配列させた補色フィ
ルタが配設されており、画素混合読み出し方式に従って１フレーム／フィールド分の画像
信号が順次読み出される。前段信号処理回路１２では、画像信号に対してホワイトバラン
ス処理、ガンマ補正処理などの信号処理が施される。これにより、Ｒ、Ｇ、Ｂの画像信号
がプロセッサ３０の映像信号処理回路３６へ送られる。
【００２３】
　映像信号処理回路３６では、ユーザによって観察画像の色合い調整、輪郭強調などの画
像処理設定が行われると、設定内容に応じた画像処理が画像信号に対して施される。フロ
ントパネル４６には、明るさレベルを調整する明るさボタン４６Ａ、青（Ｒ）、赤（Ｂ）
の色味を調整する色調ボタン４６Ｂ、患部のトーンを強調するエンハンスボタン４６Ｃ、
血管の輪郭部分強調などでコントラスト強調を行うコントラストボタン４６Ｄ、ノイズ除
去レベルを調整するノイズ除去ボタン４６Ｅが設けられており、患者の特性、病変部の状
態、スコープ特性などに基づき、オペレータの好みに合わせて各画像関連の設定値が調整
される。
【００２４】
　画像処理によって得られた映像信号は、モニタ２０に出力される。これにより、観察画
像がリアルタイムの動画像としてモニタ２０に表示される。絞りを備えた光量調整機構３
４は、ライトガイドに入射する照明光の光量を調整し、被写体像の明るさが一定となるよ
うに絞りの開閉制御が所定時間間隔で行われる。フロントパネル４６には、平均測光、ピ
ーク測光などの測光方式を選択するボタン４６Ｅが設けられている。
【００２５】
　ＣＰＵ、ＲＯＭ等を含むシステムコントロール回路４０は、プロセッサ３０の動作を制
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御し、ランプ３２、映像信号処理回路３６等へ制御信号を出力する。補助記憶装置４２に
は、患者リスト、観察画像データ等が一時的に保存され、ＵＳＢなどの外部記憶装置５０
には患者情報として保存される。
【００２６】
　プロセッサ３０の側面にはタッチパネル４４が設けられており、表示制御回路３８が、
タッチパネル４４の画面表示を制御する。後述するように、画像に関連する設定値の登録
、検索、選択等の処理が、タッチパネル操作を通じて行われる。
【００２７】
　図２は、タッチパネル画面に表示される画像関連設定値の登録、検索、設定表示を示し
た図である。図２を用いて、画像関連設定値の登録、検索等について説明する。
【００２８】
　本実施形態では、観察画像に関連した設定値を登録、検索、選択・決定を行う設定メニ
ューをタッチパネル画面４４Ｓに表示させることが可能である。オペレータは、図示しな
い初期メニューにおいて、患者ＩＤなどをキーボード１２で入力し、設定メニューを表示
させる。そして、スイッチボタン相当の役割を果たす表示されたアイコンを押下すること
で、設定値の登録、検索、選択などを行う。
【００２９】
　画像関連の設定値としては、明るさレベル（Bright.）、赤（Ｒ）、青（Ｂ）の色調レ
ベル(Blue, Red)、色調強調のエンハンスレベル(Enh.)、血管輪郭強調などのコントラス
ト強調レベル(Contrast Enh.)、ノイズ除去レベル(Noise Reduction)が用意されている。
明るさレベルは、観察画像の輝度レベルを５段階（１～５）で表される。赤色、青色の強
調レベルは、－５～＋５の１１段階で表され、エンハンスは１～３の３段階で表される。
コントラスト強調、ノイズリダクションレベルは、Ｏｆｆ、Ｌｏｗ、Ｍｅｄｉｕｍ、Ｈｉ
ｇｈの４段階で表される。
【００３０】
　上述したように、フロントパネル４６に設けられたボタン４６Ａ～４６Ｅをオペレータ
が操作することによって各設定値が設定変更され、観察画像の色調、明るさなどが調整さ
れる。オペレータは、画面４４Ｓに表示される現在の設定値群のリストＬＩによって各設
定値を確認する。オペレータが登録ボタン４５Ｂを押下すると、患者ＩＤに対応させなが
ら複数の設定値が一括で登録される。検査、処置を行う度に登録することで、一連の画像
関連設定値が登録順に蓄積されていく。
【００３１】
　一方、内視鏡装置を使って診断を行うとき、今現在、あるいはこれから診察する患者Ｉ
Ｄを初期メニュー画面で入力した後、設定メニューで検索ボタン４５Ａを押すことによっ
て、過去に登録された一連の設定値リストＬＳが表示される。ここでは、同一患者で登録
された過去３回の一連の設定値が登録順で表示される。
【００３２】
　さらに、検索ボタン４５Ａが押されると、過去三回登録されたそれぞれの設定値グルー
プが反映された観察画像ＩＭ１、ＩＭ２、ＩＭ３が、静止画像としてサムネイル表示され
る（以下では、プレビュー画像という）。これらの画像は画像関連設定値を一括登録する
ときに記録された画像である。
【００３３】
　オペレータは、過去登録された一連の設定値リストＬＳ傍に配置されるラジオボタン４
５Ｄを選択的に押下することにより、いずれかの設定値グループを選択する。そして、オ
ペレータが反映ボタン４５Ｃを押下すると、選択された設定値グループに基づく画像処理
された観察画像がモニタ２０に表示される。これにより、フロントパネル４６のボタンに
よって調整されていた画像関連設定値に基づき処理されていた観察画像は、過去に登録さ
れた画像関連設定値の組み合わせに従って処理される観察画像に切り替わる。
【００３４】
　複数の患者に対して特定器官（胃など）の同じ部位を観察対象としたとき、血管の太さ
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などの違いから、患者によってその観察画像の色合い、コントラスト等は一致せず、オペ
レータの好むセッティングもそれに応じて患者ごとに調整される。また、病変部の進行程
度によって画像の色合いが変化し、再度色調整する必要性が生じる患者と、病状進行がな
いことで色調整の必要のない患者が出てくる。
【００３５】
　本実施形態では、患者毎に、画像に関連する複数の設定値を一括登録する。そして、再
度同じ患者で同じ部位を診察する場合、オペレータが過去に登録した設定値リストを表示
し、その設定値に基づいた過去の観察画像をプレビュー画像として同時に表示する。
【００３６】
　図３は、表示制御回路において実行される登録処理を示したフローチャートである。登
録ボタンが押されると、処理が開始される。
【００３７】
　同一患者ＩＤが存在しない、すなわち、はじめてその患者で画像関連設定値が登録され
る場合、患者ＩＤ情報と対応させながら設定値データが外部記憶装置５０の新たなアドレ
ス領域に記録される（Ｓ１０１、Ｓ１０２）。一方、患者ＩＤが存在する場合、同一内容
の設定値グループが存在するか否か判断される（Ｓ１０３）。
【００３８】
　過去の登録された一連の画像関連設定値の中で各設定値がすべて同じグループが存在す
る場合、すでに同一処理内容が存在することを示すエラーメッセージを表示し、ブザー音
を鳴らす（Ｓ１０４）。一方、今までにない設定値の組み合わせであると判断されると、
登録可能回数の上限（ここでは、３回）に達しているか判断される（Ｓ１０５）。
【００３９】
　上限に達している場合、最も登録日が古い設定値グループのデータを消去し、新たな設
定値グループのデータをアドレス領域に上書きする（Ｓ１０６）。一方、上限に達してい
ない場合、所定の記憶領域に設定値グループのデータが記憶される（Ｓ１０７）。
【００４０】
　画像関連設定値が記憶されるとき、その設定値に基づいて画像処理された観察画像が静
止画像データとして外部記憶装置５０に記録される（Ｓ１０８）。このとき、患者ＩＤと
対応づけしながら画像データが記録される。
【００４１】
　図４は、表示制御回路において実行される検索処理を示したフローチャートである。検
索ボタンが押されると、処理が開始される。
【００４２】
　オペレータによって入力された患者ＩＤに従い、その患者の過去に登録した設定値グル
ープを外部記憶装置５０において検索する（Ｓ２０１）。登録データが存在しない場合、
登録データが存在しないことを示すエラーメッセージが表示される（Ｓ２０２、Ｓ２０３
）。
【００４３】
　一方、登録データが存在する場合、図２に示す容易、過去に登録された一連の画像関連
設定値がリスト表示される（Ｓ２０２、Ｓ２０４）。そして、リストと同時に、プレビュ
ー画像がサムネイル表示される（Ｓ２０５）。
【００４４】
　図５は、表示制御回路において実行される設定値選択・実行処理のフローチャートであ
る。反映ボタンが押されると、処理が開始される。
【００４５】
　検索の結果、登録件数が１件である場合、その検索された設定値グループに基づいて画
像処理が実行される（Ｓ３０１、Ｓ３０４）。一方、２件以上検索された場合、ラジオボ
タン４５Ｄによって１つの設定値グループが選択されているか判断し、選択されている場
合にはその設定値グループに基づく画像処理がモニタ２０に表示される観察画像に対して
実行される（Ｓ３０２、Ｓ３０４）。一方、設定値グループが選択されていない場合、選
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択が必要であることを知らせるエラーメッセージが表示される（Ｓ３０５）。
【００４６】
　以上のように本実施形態によれば、オペレータの操作によって設定された、観察画像に
関連する複数の設定値（明るさレベル、赤、青色レベル、エンハンス、コントラスト強調
、ノイズリダクション）が、その患者情報と対応付けて外部記憶装置５０に一括記憶され
る。一方、同じ患者に対して新たな診断を行うとき、検索操作によって、過去の設定値リ
ストとその設定値に基づくプレビュー画像が画面に表示される。
【００４７】
　そして、一連（３つ）の画像関連設定値グループの中でオペレータが特定の画像関連設
定値グループを選択すると、その選択された画像関連設定値の組み合わせによってモニタ
２０に表示される観察画像が画像処理される。
【００４８】
　このようにある特定の患者に対し有効な（オペレータが好む）画像関連設定値の組み合
わせを即座に選択、決定することが出来るため、診断の度に設定作業することなく、適切
な色合い、明るさをもった観察画像を表示することができる。プロセッサに設けられたタ
ッチパネルの操作によって画像関連設定値の登録、検索するため、観察画像表示の障害と
ならずに一連の操作を行うことができる。
【００４９】
　また、画像関連設定値リストと同時にプレビュー画像を表示するため、実際に画像処理
された過去の観察画像をオペレータが確認し、複数のプレビュー画像から最も好ましい設
定値グループを選択することが可能となる。そして、プレビュー画像が過去の登録時に記
録した観察画像であるため、患部の状態を踏まえた画像処理内容を確認することが可能と
なる。
【００５０】
　さらに、選択された後にリアルタイム観察画像に対して画像処理を実行することにより
、今現在ユーザが設定している画像関連設定値に基づく観察画像がリアルタイムで表示さ
れる。これによって、オペレータは過去の観察画像と今現在調整中の観察画像とを比較す
ることができる。
【００５１】
　また、画像関連設定値リストが過去３回の登録分までしか表示されず、登録時の最も古
い画像関連設定値グループが順に消去されていく。これによって、最新の患部の状態にで
きるだけ適合した画像関連設定値を選択することが可能となる。
【００５２】
　本実施形態では、画像関連設定値の調整をフロントパネルボタンによって行っているが
、タッチパネル画面上で操作するように構成してもよく、キーボードなど他の入力機器を
使って操作するようにしてもよい。
【００５３】
　また、同一患者に対して複数の観察対象器官（例えば、胃、大腸など）がある場合、観
察対象ごとに画像関連設定値の登録リストを作成してもよい。あるいは、ビデオスコープ
の種類（上部消化管用、下部消化管用など）に応じて画像関連設定値の登録リストを作成
してもよい。
【００５４】
　画像関連設定値として、上述した設定値以外のパラメータを含めることも可能であり、
測光方式（ピーク測光、平均測光）などの種類を設定値として組み入れることも可能であ
る。
【符号の説明】
【００５５】
　１０　ビデオスコープ
　３０　プロセッサ
　３８　表示制御回路
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　４０　システムコントロール回路
　４４　タッチパネル
　５０　外部記憶装置

【図１】 【図２】
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